
第1145回　平成26年12月18日号

本日の出席率７４.４％：会員数４５名・出席３１名・欠席１１名・出席規定免除会員（３）３名・ビジター０名

前々回の修正出席率１００％：出席２５名・メークアップ１７名・出席規定免除会員３名

　１２月１１日の忘年家族例会はお

疲れ様でした。

　１２月１４日、 第４７回衆院選は定

数４７５ （小選挙区２９５、 比例代

表１８０) は自民２９１、 公明３５で与

党は３２６議席 。 ２／３確保。 民主

７２、 維新４１、 共産倍増２１など野

党は１４９議席で幕を閉じました。 これでアベノミクスに反対して

いた自民党内や財務官僚らを納得させ、 「山積する政策課題を

迅速かつ強力に実行できる態勢が整った」 のではないかと思い

ます。

　しかし、 急激な原油安によるロシア・ルーブル安 (１＄＝７９ルー

ブルの史上安 ) は地政学的な緊張が高まる可能性があり、 さら

に米国のシェールオイル ・ ガス関連企業のデフォルト （債務不

履行） を引き起こし、 ユーロ圏のインフレ見通しにブレを生じ、

債務国の支払能力の持続性を疑問視される可能性があります。

しばらく見守っていた方が良いのではないかと思います。

　１２月７日の２７４０地区社会奉仕セミナーで発表された、 「くっ

けん広場」 での社会奉仕委員会と青少年奉仕委員会合同の

ロータリー ・ デイ／広島土砂災害支援事業は、 長崎県立佐世

保特別支援学校和太鼓部と西海黒潮太鼓の演奏で盛り上がり

ました。 その様子を山口社会奉仕委員会副委員長にＤＶＤを用

いて報告して頂きます。

　また、 本日の例会の 「半年を振り返って」 という会長卓話は、

ここ１ヵ月位、 必死にネットで調べた 「日本人のルーツ」 につ

いて、 話したいと思います。

貴方の輝くロータリーライフを
Your rotary life to glisten

１．例会変更

　　 佐世保ロータリークラブ

　　　 １２月３１日 （水） 休会　定款第６条第１節により　

１２月　１日　牟田　憲市・良子　ご夫妻
１２月　７日　岩政　　孝・敏子　ご夫妻

馬場貴博 親睦活動委員長

　先週の忘年家族例会には会員、 奥様含め５４名の御出席

を頂きました。 大変ありがとうございました。

田代博之 中央会会長　

　宿泊中央会を１２月６日と７日に行いました。 第１日目は、

優勝 指山康二君、 雪が降っていました。 夜は楽しい懇親

会でした。 ２日目の優勝 平岩義明君。 今年は新しく中央

会グランプリを始めました。 現在第１位は平岩義明君です。

中央会、 奮っての参加をお願い致します。

香月章彦 中央会副幹事

　本年度は田代中央会会長の発案により、 開催会毎に順位と

は別に 「中央会 Grand　ｐrix」 として年間ポイントを競って

頂いています。 ポイントは１位から５位までに６～２ポイント、

その他参加者に１ポイント、 各アトラクション毎に１ポイントを

附与してます。 現在点の暫定順位は平岩義明君がトップで

すが、 まだまだ逆転可能です。 奮ってご参加下さい。

２．来　　信　

・国際ロータリー

 ザ ・ ロータリアン　２０１４年１２月号

・ガバナー事務所

　①ロータリー財団補助金セミナーのご案内

　　 日時　２０１５年１月２５日 （日） １０：３０～

　　 場所　諫早文化会館

　②地区社会奉仕セミナー出席のお礼　

・一般財団法人比国育英会バギオ基金

　　　２０１３年事業報告書の送付 ・ 基金への寄付のお願い　　 
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本日の合計　　　　   15,000 円

本年度の累計　　  469,000 円

大久保厚司会長、浅野訓一副会長、本田実幹事

２０１４年最後の例会になりました。２０１４～２０１５年度の理事・

役員の皆さん、 残り６カ月ですがまだまだ多くの行事がござ

います。 力を合わせて進めていきますので、 ご協力をお願

い致します。

本田実幹事

昨日、 大腸ポリープを切除しました。 当初は２個の予定でし

たが、 ５個ほど切除して頂きました。 これで又健康に運動が

出来ます。 福田先生、 ありがとうございました。

※今日の昼食、 おいしそう…

松尾英機君

今月で７３回目の誕生日です。 ジーザス・ヒデキの名でレニ

ングラード （現サンクトペテルスブルグ） で名をはせて、 あれ

から３４年になります。 老いを感じますね!

西村浩輝君

尺八で中伝の免状を頂きました。 これで七番目の孫に子守

唄を淡々と聞かせる楽しみができましたので、ニコニコします。

ありがとうございます。

山瀧正久君

人生下り坂、 次の一年もボチボチ歩きます。

田代博之中央会会長、前田眞澄中央会幹事

１２月７日に行いました第２回中央会には年末のお忙しい中、

又、 お寒い中１５名のご参加を頂きありがとうございました。

その日は天候にも恵まれ、 無事、 事無きに終わりました。 優

勝されました平岩さんにおかれましては、 次はなしと思ってて

下さい。 次回、 皆様よろしくお願いします。

平岩義明君

中央会の優勝ありがとうございます。 指山さん、土曜日優勝、

日曜日３位、 運転手付き、 片手に缶ビール、 片手にタバコ、

BGMは吉田拓郎。 高速道路で一言 「平岩も優勝したし、 ガ

ソリン代、 高速料金代も払おうと思っとたバッテンいらんね」

指山さん、 さぞ楽しかったでしょうね!

岡田文俊君

１４日投票日の日、 寒風、 小雨の中、 小佐々町ウエストテク

昭和２２年１２月　９日　山瀧　正久君
昭和２８年１２月１４日　大久保厚司君
昭和４３年１２月２４日　芥川圭一郎君
昭和１６年１２月２５日　松尾　英機君
昭和４０年１２月２６日　岡　　光正君
昭和４５年１２月３０日　宮﨑　正典君

ノ佐世保に６０００本の苗木を植樹できました。 皆様のご支援

に感謝します

。

岡光正君

佐世保中央RCに入会させて頂いて、 早いもので４回目の誕

生日プレゼントを頂きました。 ありがとうございます。 ゴール

がないのでこれからもボチボチとガンバリます。

宮﨑正典君

誕生日祝いありがとうございます。 ２月のグアム、 皆様のご参

加をお待ちしています。

芥川圭一郎君

誕生日祝いありがとうございます。 家庭では誕生日よりクリス

マスがメインです。

馬場貴博親睦活動委員長

先週のハウステンボスで行いました、 忘年家族例会には多

数のご参加を頂きありがとうございました。

≪地区社会奉仕セミナーの報告≫

山口裕之 社会奉仕副委員長

２０１４－１５年度地区補助金事業発表

日時：１２月７日（日）

会場：東彼杵町総合会館

　佐世保中央ロータリークラブでは、 年

当初、 長崎県立佐世保特別支援学校の和太鼓部の生徒さん

と共に 「森きらら環境学習＆市民プロジェクト」 という内容の事

業計画を立案させて頂いておりました。 森きらら動植物園内に

於いて動物や植物の生態系を学んで頂き、 来場されている市

民の皆様へ彼らの和太鼓を披露することにより、 普段一般市民

の方が訪問し触れ合うことが無い彼らの学習の一部を知って頂

くという内容で計画を立て、 同時に地区補助金申請も行ってお

りました。

　しかし、 ８月２０日広島市安佐南区を中心として８０名余りの

死者を出すという大災害が発生しました。 地区からも義援金等

の要請も予測されていましたので、 急きょ、 触れ合う絆と復興

を取り合わせた内容の事業に変更をさせて頂き、 ロータリーデイ

広島土砂災害支援チャリティイベント 「絆と復興」 と題しまして

１１月３０日 (日 )　に佐世保四ヶ町アーケード内 「くっけん広場」

にて事業を開催致しました。 青少年奉仕委員会の協力も得て、

西海黒潮太鼓さんにもご参加頂き、 長崎県立佐世保特別支援

学校の和太鼓部の生徒さん１８名と西海黒潮太鼓さん１０名によ

る和太鼓演奏のイベントと、 当クラブが行う復興へのプロジェク

トとしてチャリティーバザー、 募金活動を同時に行いました。 ま

た、 「ロータリーデイ」 という冠の元、 佐世保市民の皆様へ普

段ロータリアンがどのような奉仕を行っているかアピールすると

共にご理解を頂ける絶好の機会となりました。
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大久保厚司 会長

　日本人のルーツは過去、古代人骨、特に頭骸骨の形態的

観察、石器（打製、磨製石器）、土器、また、稲作などから

縄文や弥生時代とその経路が様々言われてきました。例え

ば、氷河期にモンゴルから樺太を経てとか朝鮮半島を経て、

スンダランドや中国から海を経て等、そして、日本に定住

した等…です。

　最近の遺伝子学の発展により「日本人のルーツ」がより

明確化されつつあります。人（類）の先祖を探る上で重要

なものは細胞内のミトコンドリア /mtDNA（細胞が必要とす

るエネルギーを酸素から作りだす・母系）と遺伝情報をも

つ核のうち男性特有のY染色体/ハプロタイプY-DNA （父系)

です。

　mtDNA は男性のミトコンドリアが受精後、直ちに排除さ

れ、女性のミトコンドリアだけが経代的に残っていくため

母系といわれています。mtDNA は 17 のハプログループにわ

かれ、韓国と日本はほぼ同率のように思えます。さらに詳

細に分析すると mtDNA の M7a は台湾、日本（特に沖縄に多

い）、朝鮮半島、北部中国にみられ、M7b、 M7c は中国や南

方等にみられ、少し異なります。mtDNA からの情報は、約

20 万年前に中央アフリカから発祥した mt イブの子孫が、

アジアと欧州に別れ、アジアに移動した古代人はシペリア

といわれていましたが、実はチベットを通り、南方から日

本に移動してきたことが伺えます。

　約 4〜3 万年前の関東ローム層の岩宿遺跡から半磨製石

器の丸のみ石斧が発掘されているのも、関係があるので

しょうか？　例えば、その時代に縄文人は独特の芸術的な

土器を作れたのか、海洋民族であったのかなど…不明な点

も多いのですが、その時代に日本独自の生活様式があった

ことは確かです。

　男性特有の Y染色体（父系）は 16のハプロタイプに分か

れます。古代に起きた「M1」と定義される変異の痕跡（SNPs 

= ハプロタイプ）を Y 染色体上に持つのは、ハプログルー

プ E 系統とハプログループ D 系統に限られ世界的には極め

て珍しいもので、D はアンダマン諸島、チベット、日本で

見られますが、O は中国、朝鮮、東南アジアで多く、Q はシ

ベリア、ネイティブアメリカンに多く存在します。平成 14 年

に更に細分化され D2 は D1b と訂正され、約 27000 年前に

日本列島に最初に定着した縄文人由来と分析されました。

　

　縄文時代の当初はブリヤードと類似した細石刃が発掘さ

れていることからナウマン象などの大型動物の捕食をして

いたと考えられますが、12000 年前頃絶滅し、現在の猪や

鹿等を捕食する小型の細石刃に変わっています。

■ 会 長 卓 話 ■

　やがて、食物を栽培するようになり、縄文時代の約 5500

年前 ～ 4000 年前の青森県三内丸山集落遺跡では栗、約

9500 年前の鹿児島県上野原遺跡ではシイノミの栽培が行わ

れ、約7500年前の地層からは壺形土器が発掘されています。

同時代、九州では丸木舟を作るのに使用された丸のみ石器

が多く発掘されており、海産捕食も営んでいたことも伺え

ます。

　稲作については、6500 年程前から熱帯ジャポニカ米の種

を蒔くだけの農法の痕跡がプラント・オパールで確認され

ています。水田稲作は 2600 年程前から、渡来弥生人（全体

の 10％程度）がもたらしたとされ、九州から関西で多く見

つかっています。日本と中国で同定される稲の温帯ジャボ

ニカ RM1-b 遺伝子からは、朝鮮半島経由では無く、中国の

長江河口付近からということがわかりました。

　また，朝鮮半島では 13000 年〜7000 年の間、遺跡や土器

などがみつかつていないのも事実で、半島南部からは 7000

年前には初期縄文式土器の隆起線文土器が発掘されていま

す。なぜ，現在の半島の人々には、母系の mtDNA は類似し

ているのに、父系の Y 染色体は D1b が無く、北方中国系に

類似しているのかは想像につくと思います。後の年代は皆

様が知っている古墳文化から歴史書に載っております。更

なる分析による歴史的な事実解明が待ちどうしいと思いま

す。

ＳＡＡ：糸瀬新君

次回例会／１月８日１８：３０～

次回献立／新年例会

前田眞澄君

　本年度中央クラブは新な友好クラブを作る方向で国際奉仕委員

会 ・ 国際交流委員会が主体的に活動されています。 そこで今回

のロータリー情報は海外クラブとのかかわり方についてお話しした

いと思います。

　ロータリーにおいては、 各クラブ単位で海外クラブとの 「姉妹ク

ラブ」 ・ 「友好クラブ」 ・ 「Twin Club」 といったような名称で長期的

な友好関係を築いています。 その主な目的は国際親善と親睦活

動の推進にあります。 海外クラブと親密な友好関係を築くことによ

り、 両国のクラブは共同で相手国あるいは第 3 国で WCS プロジェ

クトに取組む機会も生まれてきます。 WCS とは World Community 

Service （世界社会奉仕） の意味です。 カテゴリーは違いますが、

近隣諸国との国際交流の場として、 定期的に開催されている日

韓親善会議、 日台親善会議が有ります。 ロータリアンとその家族

はどなたでも両会議に自由に参加出来ますので、 両国の姉妹ク

ラブ会員がこれらの国際会議に一緒に参加する事により、 国際交

流の輪が一段と広がる機会に成っています。
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